
        

 

一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
総
会
が
、
去

る
四
月
十
八
日
（
日
）
六
ツ
美
西
部
学

区
こ
ど
も
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
安
全
に
細
心
の
注
意
を
は

ら
っ
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

総
会
で
は
山
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

令
和
二
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
な
ど
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
の
改

選
で
は
、
会
長
に
は
引
き
続
き
山
田

靖
氏
、
副
会
長
に
市
川
眞
人
氏
、
そ
し

て
も
う
一
人
の
副
会
長
の
岩
附
勝
馬

氏
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
宮
地
西
総

代
の
伊
藤
重
樹
氏
、
会
計
の
濱
口
正

行
氏
が
退
任
さ
れ
、
赤
渋
一
区
総
代 

         

の
城
尾
達
広
氏
が
新
体
制
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

会
長
の
挨
拶
で
は
、
新
刊
な
っ
た

作
左
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
よ

る
「
作
左
の
知
名
度
の
向
上
」
と
「
町

興
し
と
し
て
の
会
の
将
来
構
想
」
に

力
点
を
置
く
と
の
抱
負
が
語
ら
れ
ま

し
た
。 

来
賓
に
は
、
衆
議
院
議
員
青
山
周

平
様
、
愛
知
県
議
会
議
員
新
海
正
春

様
、
岡
崎
市
議
会
議
員 

廣
重
敦
様
は

じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜
り

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
い
て

の
講
演
会
で
は
、
講
師
に
、
お
か
ざ
き

塾
歴
史
教
室
主
宰
の
市
橋
章
男
氏
を

お
招
き
し
、「
本
能
寺
の
変
そ
の
最
大

の
謎
に
迫
る
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
本
多
作
左
衛
門
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」 

長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
や
っ
と
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
れ
ば
「
作
左
」
の
す
べ
て

が
わ
か
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
み
て
い
た

だ
き
、
よ
り
作
左
を
知
っ
て
頂
く

事
が
目
的
で
す
。
今
後
い
ろ
い
ろ

な
機
会
を
通
じ
ア
ピ
ー
ル
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
既
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

差
し
上
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
各
町

内
の
皆
様
で
希
望
さ
れ
る
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
総
代
さ
ん
ま
で
お
申
し
出
下

さ
い
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
裏
面
を

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

令
和
二
年
度
総
会
開
催
さ
れ
る 

市橋章男氏の講演会風景 総会会場風景 

第
一
〇
八
号 
令
和
三
年
五
月
十
五
日
（
土
）
発
行 



 

「本多作左衛門」パンフレットの概要 

A4 3 枚の三つ折り仕様になっています。 

※パンフレットをご希望の方は各町の総代さんまでお申し出ください。 
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